


等、受講生が講座終了後に学習を深めることにつながる資料を用意した。 

（4）豊富な体験活動：ジーンバンクから入手した国内外のダイコンの在来種 10集団について生育中の様子を

観察し、その多様性を理解した上で、各自が最も興味を持った在来種の葉をDNA 抽出用に用いた。実験室で

は、採集した葉からのDNA抽出、抽出したDNAの分析を行った。その際、使用する実験機器は、受講生全員

が並行して実験を行うのに十分な数を用意した。 

（5）交流促進のための配慮：実験の合間には受講生が講師や TA に気軽に話しかけられる雰囲気づくりに留

意した。コロナ禍の影響がなければ、昼食会で受講生が講師や TA と同席となる席割とし、積極的に交流でき

る段取りにしていた。 

【スケジュール・実施の様子】 

1 日目 

9:30～10:00 受付、10:00～10:30 開講式 

テキスト・名札・科研資料等を配布し、講師・スタッフ・TA の紹介、ガイダンスを行った。科研費についての説明

も行った。 

10:30～10:50 講義①「植物遺伝資源について（定義・概念・実例等）」 

受講生全員が「植物遺伝資源」という言葉は初耳という状況をふまえ、植物遺伝資源の定義・概念・実例等に

ついて、「ジーンバンク」をキーワードに据えつつ、基礎から説明した。説明に用いたパワーポイントのシートは

印刷物として配布し、受講生が復習に利用できるように配慮した。 

10:50～11:10 講義②「DNAの性質」「PCRの原理」「制限酵素の性質」「アガロースゲル電気泳動の原理」 

本講座で予定している実験方法の原理と具体的操作について、テキストに基づいて説明した。事後アンケート

では「内容は難しかったが、テキストで詳しく説明されていてありがたかった」旨の回答が見られた。 

11:10～12:00 ダイコン在来種の観察・DNA抽出用に葉の採集（圃場にて） 

ジーンバンクから入手した国内外のダイコンの在来種10集団について生育中の様子を観察し、その多様性を

理解した上で、各自が最も興味を持った在来種の葉をDNA 抽出用に採集した。 

12:00～13:00 昼食交流会 

活発な交流の場にする予定だったが、コロナ禍の影響で、会話を控えた静かな昼食会とせざるを得なかった。 

13:00～16:30 実験①「ダイコン在来種からの DNA抽出とアガロースゲル電気泳動」 

午前中に採集したダイコン在来種の葉から各自が DNA抽出を行った。マイクロピペットの使用は初めての受

講生が多く、基本的な操作（設定した目盛どおりの液量を吸う、チップ内の液を全量出す等）に苦労している受

講生が少なからず見受けられた。そこで「全員がマイクロピペットを適切に操作できるようになることを本日の

目標のひとつにしよう」と声掛けし、受講生のモチベーションとさせた。最後にアガロースゲル電気泳動で、全

員が DNA抽出に成功していることが確認でき、1 日目の成果とした。 

16:30 終了・解散 

1 日目の活動の総括、2日目の活動予定について講師が述べて解散とした。 

2 日目 

9:30～10:00 受付、10:00～10:30 実験②「ダイコン在来種の DNA を用いた PCR」 

テキストに基づいて実験方法を説明した後、1日目に抽出したDNAを用いてPCRを行った。受講生のマイクロ

ピペットの操作が上達していることがうかがえた。 

10:30～11:00 講義③「植物遺伝資源（国際的な研究機関の現場の様子）」 

PCR 反応の待ち時間を利用して、植物遺伝資源に関する国際的な研究機関の現場について、当該機関にお

ける講師の活動を豊富な写真とともに紹介した。受講生には興味深かったようで「海外で研究するために準備

しておくべきことは？」「海外での活動で特に印象に残ったことは？」等、活発に質問していた。 

11:00～12:00 ディスカッション「植物遺伝資源を取り巻く課題と提言」 

昨年度に今回と同様の講座を実施した際、このセッションは受講生にはややハードルが高かったようで、活発



 

な発言を引き出せなかった。その反省をふまえ、今回はまずグループごとに TA も交えて議論し、その内容を

各グループの代表者に発表してもらうスタイルにしたところ、多様な意見を拾うことができた。 

12:00～13:00 昼食交流会 

1 日目同様、コロナ禍の影響で、会話を控えた静かな昼食会とせざるを得なかった。 

13:00～14:00 実験③「PCR産物の制限酵素処理」「アガロースゲル作成」 

PCR 産物の制限酵素処理を行った。操作自体は単純であるが、受講生には原理は難解だったようで、実験の

合間に講師に質問に来た受講生が複数いた。 

14:00～14:20 クッキータイム 

コロナ禍の影響で、活発な交流は難しかったが、距離に留意しつつ、特に受講生と各グループ担当のTAの間

では会話が弾んでいる様子であった。 

14:20～15:20 実験④「アガロースゲル電気泳動」 

総じてテキストに掲載した想定どおりの実験結果が観察された。受講生には達成感が見られた。 

15:20～16:00 全体のまとめ（学んだ内容の整理、質疑応答） 

講師が 2日間に渡る講座全体を総括し、質疑応答を行った。 

16:00～16:30 修了式（未来博士号の授与、アンケート記入） 

本プログラムのホームページの「参加者アンケートの様式例」を用いて事後アンケートを行った。「おもしろかっ

たか？」「わかりやすかったか？」「科学に興味がわいたか？」という趣旨の質問に総じて肯定的な回答が得ら

れた。最後に、講師より受講生全員に一人ずつ修了証（未来博士号）を授与した。 

16:30 終了・解散 

【事務局との協力体制】 

千葉大学教育学部サイエンススタジオCHIBA のスタッフを中心に密な連絡による協力体制を構築した。また、

財務部契約課が補助金を管理し、研究推進部研究推進課が日本学術振興会との連絡調整を行った。 

【広報活動】 

千葉大学サイエンススタジオ CHIBA のホームページに講座内容・応募方法を掲載した。 

【安全配慮】 

・新型コロナウイルス対策として、入室時の検温、マスク着用、エタノール消毒、人と人の間隔、会話・講義時

の距離、会場の換気等への留意を徹底した。 

・実験の際、白衣・手袋を着用させた。 

・実験前に、危険な試薬、実験操作の留意点について十分な説明を行った。 

・TA 1 人あたりの担当を 1グループ（1 グループ 4名以下）とし、全受講生に目が届くようにした。 

・受講生は行事傷害保険に加入した。 

【今後の発展性、課題】 

本講座は昨年度に続き 2回目の実施であり、昨年度の反省点をふまえた内容・運営を心がけた。その成果も

あり、受講生への事後アンケートでは、昨年度と同様もしくはそれ以上に総じて肯定的な回答が得られ、講座

の内容・方向性は間違っていなかったと再認識できた。一方、おそらくコロナ禍の影響が大きく、受講応募人数

が定員に満たなかったのは反省点と認識している。昨年度は早々に定員を上回る応募をいただいたことで、

油断があった。来年度も講座開催の機会をいただければ、内容・方向性の基本は踏襲しつつ、反省点を改善

し、よりよい講座としたい。 


